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研究成果の概要（和文）：　廃校等を芸術文化的施設として活用している事例を、全国46、海外2箇所訪問調査すると
同時に、HPやFaceBookを活用して情報収集した。最終報告で全国94施設をリスト化し、うち北海道内19施設、北海道外
5施設、海外２施設を具体的に紹介した。この数を基に、廃校の芸術文化的活用の割合は、全国で1.2％、北海道では3.
5％であるという結論を導き出した。
　加えて「廃校・旧校舎アートフォーラム」を2回開催し、廃校の新たな文化施設としての側面の検証及び、近未来の
日本型のアートスペースの在り方や運営法、可能性について検討した。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we investigated the examples of converting demolished 
public school buildings into cultural/art facilities in Japan for regional revitalization. Research was 
conducted through visits to 46 facilities nationwide and 2 facilities overseas as well as gathering 
information through the Internet and social networking sites. In the final report, a list of 94 
facilities nationwide is completed; 19 facilities in the Hokkaido area and 7 facilities outside the area 
are presented as detailed case studies. Based on the research, we figured out the percentage of 
conversion to cultural/art facilities from demolished school buildings in Hokkaido area is 3.5%, which is 
much higher than the national average of 1.2%. We also held two symposiums by inviting the directors of 
these facilities as guest speakers. We discussed management solutions of art space, their cultural role 
in local Japanese communities as well as the possibility for regional development in the future.
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１．研究開始当初の背景 
(1), ①、文科省の発表によると、平成 4 年
〜21 年度の調べで、国公立の小中高校の総廃
校数は 5796 校、近年では年間 400〜500 校の
ペースで増え続けている。 
②、廃校全体の活用については文科省などで
基本的なデータベースが作られてきている
が、芸術文化的施設としての廃校利用の現状
や、その可能性に焦点をあてた公式の統計的
調査は存在していない。 
(2),過去の研究例では、平成 17 年に発表さ
れた廃校全体の利用と芸術文化施設利用を
対比した研究があるものの、事例数は少なく、
日本全体の状況を把握するものとはなって
いない。その後の 5 年間で 2000 校を超える
廃校が増加しているが、芸術文化の側面によ
る廃校活用のデータ研究は皆無である。 
(3),各地で廃校の芸術文化的活用が行われ
ている事実が確認できており、徐々に注目さ
れるテーマとなってきた。 
 
２．研究の目的 
(1),ほとんど統計がないものの、独創的な運
営事例が増えつつある、廃校の芸術文化的活
用法（ギャラリー、アトリエなどを中心とし
た地域センターとしての使用など）に焦点を
あて、その実態を調査する。 
(2),既存の美術館やギャラリーなどの公的
文化施設に代わる、第三の新たな文化施設と
しての側面の検証を行う。 
(3),事例研究を通し「廃校アートセンター会
議」等を促進、ネットワーク化の試行を行う
ことにより最新の情報収集を深め、地域発の
新しい公共の担い手としての「廃校アートセ
ンター」の可能性、近未来の日本型のアート
スペースの在り方や運営法について検討す
る。 
 
３．研究の方法 
(1),①、日本一の廃校産地であり、また、芸
術文化的活用も多いと考えられる北海道を
モデル地域とし、なるべく多くの事例を直接
訪問して調査を行う。 
②、全国の事例に対して、特徴的なものを選
び、直接訪問して調査を行う。 
③、現地調査の結果を受けて、データベース
化する。 
(2),①、ホームページ、FaceBook 等のページ
を立ち上げ、全国の情報収集を行う。 
②、収集した情報を、随時ホームページ、
FaceBook 等で公開し、さらに情報を深めてい
く作業を行う。 
(3),廃校・旧校舎アートフォーラムを開催し、
文化施設としての側面の検証や、地域発の新
しい公共の担い手としての「廃校アートセン
ター」の可能性、近未来の日本型のアートス
ペースの在り方や運営法について検討する。 
 
４．研究成果 
(1),①、全国ではじめて、廃校・旧校舎の芸

術文化的活用実態を明らかにし、著書及びホ
ームページでまとめた。内容は、全国 94 施
設（北海道 30、東北 2、関東 12、中部 17、
関西 10、中国/四国 17、九州/沖縄 6）の地図
と一覧（現施設名、旧学校名、現在の主な機
能と分野、所在地、その他施設基本情報等）
を作成した。そのうち、北海道内で特徴的な
利用と判断した 7施設を、写真と現地を訪問
してみての感想なども交えて詳細に、12施設
を、写真と基本情報を中心に紹介している。
北海道外は 5施設を、写真と基本情報を中心
に紹介。さらに海外の 2例に関しても実際に
現地調査をすることが出来たので、日本との
比較という観点から写真と基本情報を中心
に紹介している。 
②、情報収集の結果として至った結論は、全
国の廃校数に対する芸術文化的活用の平均
割合は、1.2 パーセントであること。当初よ
り北海道における割合は、全国平均と比べて
多いのではないかと予想していたが、予想通
り3.5パーセントと非常に高い結果であった
ことがあげられる。（ただし、この数字は全
てを網羅できていない可能性も残している。
また、芸術文化的活用と判断できるかどうか
の問題や、調査中にも施設の閉鎖や新施設の
誕生など変動が大きいため、誤差はあると考
える。）しかし、全体の割合ということで見
ていくと、極めて少ないと言うことが判明し、
この事実が初めて数値化されて明らかにな
った。 
(2),①、ホームページを早期に立ち上げたこ
とで、短期間に状況が変化していくと予想さ
れる本研究のデータベースを、常に最新の情
報が掲載されているものとしていくことが
出来た。特に全国を６つのブロックに分けて
地図上に表記した結果から、非常に集中して
いるエリアや、殆ど皆無のエリアの比較など
が出来た。今回の研究ではその理由まで明ら
かにするには至っていないが、いくつかの仮
説は見えてきたので、今後の研究で明らかに
したい。その為にも、今後も可能な限り本ホ
ームページを維持更新していきたい。 
②、ホームページ同様 FaceBook を活用した
ことで全国各地からの新しい情報の投稿が
寄せられ、全国のリスト数を大幅に増やし、
より精度を高める要因となった。現代ではホ
ームページよりもむしろSNSの方が情報集約
が有効であることがよくわかり、今後は Web
上での発表スタイルそのものも研究が必要
であることを実感している。 
(3),①、本研究チームが主催して「廃校・旧
校舎アートフォーラム」を 2回開催した結果
から得られた成果は非常に大きかった。今回
の研究の目的であった「廃校の新たな文化施
設としての側面の検証」及び、「近未来の日
本型のアートスペースの在り方や運営法、可
能性」についての一定の方向性が見えてきた
のは、このフォーラムの開催によるものであ
る。 
②、「第一回 廃校・旧校舎アートフォーラ



ム 〜舞台制作と廃校〜」では、他地域の廃
校アートセンター運営担当者を 2 名招聘し、
情報交換するとともにその運営法の問題や
解決法を検討した。その結果、北海道は他の
地域に比べて個人アトリエなどの利用が多
い一方で、舞台芸術への転用例が少ない。理
由は北海道の廃校は木造などの古いものが
多く、とりわけ集客施設とする場合は耐震構
造の問題や防火対策の問題が大きいネック
となっており、さらに舞台装置は高額である
こともあり、改修費用も含めて個人や自治体
が捻出できないことにありそうである。道外
の例では、都市部の比較的新しい、大型の現
代的建物の廃校を舞台芸術に転用している
例が見られた。学校そのものの規模も、北海
道の学校は小型でギリギリ個人やグループ
が管理可能な大きさである事からも、アトリ
エなどの利用が多いという結論に至った。 
③、「第二回 廃校・旧校舎アートフォーラ
ム 〜移住者による廃校活用〜」では、地域
とのつながりを重視している、北海道白老町
の｢飛生アートコミニュテイー｣を舞台とし
て実施した。ここでは3名のパネラーと共に、
地域の住民なども参加しての討論、意見交換
が行われた。第二回は特に「移住者」をキー
ワードとしており、その理由は、廃校の芸術
文化的活用事例を調査していくうちに、昔か
らその地に住み続けて居た人が中心となっ
て廃校を運営する例は希で、むしろ他地域か
ら移住して来た人が廃校を活用している場
合が多いことや、その中に個性的な利用を実
践している例が多いことが判明したからで
ある。検討を進めていく中でわかったことは、
長くその地に住み続けた人たちが考えたり、
望んだりしている活用例には残念ながら限
界（理想と現実の差）があるのかもしれない
ということだった。地域を知っているが故に
その地域の魅力に気がつきにくくなってし
まっている場合も有り、むしろ他者は地域の
魅力にストレートに気がついている例が少
なくないと言うことがわかった。 
④、この間、廃校をテーマとしたフォーラム
は各地で開催されるようになってきており、
そのいくつかに参加した。わかったのは、そ
のようなフォーラムに参加する人に実際の
廃校利用者は以外に少なく、むしろ地方のア
ーティストインレジデンスやアートセンタ
ー、芸術祭関係者、作家などが多いというこ
とである。結果として、都市部では美術館や
博物館、劇場などがあるが、地方ではそのよ
うな施設が極めて少ないことから、地方ほど
廃校の芸術文化的活用例が、その土地への新
しい文化の提供や文化をキーワードとした
コミニュテイスペースの役割を大きく抱え
ているということである。廃校の芸術文化的
活用は確実に地方の文化レベル向上や啓発
に寄与しつつあり、その姿は新しい日本の文
化を生み出す原動力ともなり得る可能性を
秘めているのではないか。国をはじめとする
行政が、日本の文化レベル向上のためにも、

この新しい文化の芽を生長させる施策を講
じて欲しいと感じた。 
(4),①、著書「廃校を活用した芸術文化施設
による地域文化振興の基本調査」を発行した。
同報告書の文中に掲載した2つの論文形式に
よる記述「廃校・旧校舎の芸術文化活用調査
から〜現状と活用の未来〜」及び「曙小学校
からあけぼのアート&コミュニティセンター
へ〜閉校後の新しい可能性をめざす取組み
と現状〜」は、本研究のチームメンバーによ
るもので、その検証及び提案は、本研究が目
指した目的を俯瞰する形で研究成果をそれ
ぞれまとめている。 
②、さらに著書には「若手芸術家による廃校
活用の可能性と課題〜北海道白老町・飛生ア
ートコミュニティーの事例〜」と題する寄稿
を掲載し、廃校の活用開始から今日に至るま
での経緯や取り組み、様々な問題点や展望を
明らかにしている。 
③、さらに「廃校活用の基礎知識」と題する
寄稿を掲載し、歴史的建造物、遊休施設、行
政の仕組み、実際の活用への準備、地域理解
などをテーマに、誰にでもわかりやすいよう
に廃校を理解するような知識も得ることが
出来るものとした。この著書は単なるデータ
の集積だけではなく、廃校を様々な側面から
捉えつつ、芸術文化的活用の可能性を多岐に
わたって検証している。 
(5),高度成長期以降、美術館や博物館、劇場
などを代表するように、日本は文化レベル向
上を目指し様々な整備が進められてきた。学
校という教育の場も当然ながら全国津々
浦々まで、都市も地方も同様に教育を行き渡
らせるために整備されてきた。しかし、少子
化、高齢化、過疎化などの新たな問題を抱え
る現代では、これまでとは異なる新しい展望
の元で芸術や文化を広め、これまで以上に心
豊かな人生を送ることが出来るような支え
が必要となってきている。そのために最も大
切なのは地方の存在意義を見直し、地方を活
性化させる事に他ならない。くしくも廃校は
新しい公的文化施設、第三のアートスペース
として、地方の最先端のオルタナティブスペ
ースとなりつつある。単なる公的遊休施設の
再活用を越えて、新しい芸術文化を生み出す
個性的な文化施設として、わが国の芸術文化
政策にも大いに影響を与えるのではないか
と思われる。廃校の芸術文化的活用に関する
研究は、日本の文化レベル向上や地域再生に
対する独創的な解決法を提案できる重要な
研究となると考える。 
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